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当研究室では、汎用炉物理解析コードシステム CBZ[1]を開発している。本研究では、CBZ の燃焼計算機能

の検証を行った。参照解は、MVP-BURN[2]で得た。 
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1. 背景 

CBZは燃焼計算や燃焼感度解析を含めた汎用的な炉物理解析を行うコードである。最近、CBZでの集合体

体系の計算機能を追加したので、CBZの燃焼計算機能の検証を行う事とした。 

2. 計算体系 

計算体系は実機 PWRを参考としたピンセル、3×3マルチセル、集合体体系とした。 

3. 燃焼計算 

 CBZにおける燃焼計算では、Predictor Corrector法（PC法）に変更を加えた計算法を使用した。これをWeighted 

Predictor Corrector法（WPC法）とした。一般的な PC法で用いられる核種数密度の値はPredictor計算とCorrector

計算の平均値を用いる。それに対し WPC 法は核種数密度の値として Corrector 計算値に重みを付けて平均値

より Corrector 計算値に近い値を用いる。可燃性毒物として含まれる Gd の燃焼後核種数密度の真値は、平均

値と Corrector 計算値の間にあるため WPC 法は PC 法と比べてより精度の高い計算が期待できる。また、核

種数密度の平均の取り方は、相加平均を用いる場合と対数平均（反応率の平均に相当）を用いる場合がある

が、本手法では、より高い精度の計算が期待でき、さらに大

きな重みを使うことを避けるため、数密度の対数平均を用い

た。次式に WPC 法で扱う核種数密度を示す（Nn+1：次ステ

ップの核種数密度、Nn+1
p
：Predictor 計算で得た核種数密度、

Nn+1
c ：Corrector 計算で得た核種数密度、ω：重み）。 
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上式において、ω = 1とすると PC 法になる。網羅的な計算に

よる検討の結果、最も高い精度が期待できるω = 1.2とした。 

4. 計算結果・結論 

図１に MVP-BURN に対する CBZ のkinfの差異の計算結果

を示す。それぞれの体系で CBZ の燃焼計算は+0.3%程度の系

統誤差を伴うことが分かった。図２に最も大きな誤差が見ら

れた Cm-245 の核種数密度の比較の結果を示す。横軸は各燃焼

領域の最終燃焼度を示している。核種数密度は燃焼を通して、

Cm-245、Cm-246 において 10%程度、Eu-154において 6%、他

のアクチノイド核種において 4%以内の誤差に留まった。また、

体系特有の誤差は見られなかった。 
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図 1 燃焼に伴う𝐤𝐢𝐧𝐟の差異 

図 2 各燃焼領域における 

Cm-245核種数密度の差異 
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